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心伝える日蓮宗

料金別納郵便
ひろめよう 合掌の心

お

施

餓

鬼

会

８
月
８
日

せ

が

き

え

左
記
の
よ
う
に
お
施
餓
鬼
会
を
営
み
ま
す
。

各
家
先
祖
代
々
、
初
盆
霊
位
供
養
、
そ
し
て
す
べ
て

の
も
の
に
感
謝
す
る
年
１
回
の
総
供
養
法
要
で
す
。

お
忙
し
い
中
で
す
が
、
ご
参
列
お
焼
香
下
さ
い
。

記

●
日
時

８
月
８
日(

月
曜
日)

午
後
１
時

法

話

午
後
２
時

施
餓
鬼
法
要

付
施
餓
鬼
塔
婆
供
養

●
塔
婆
申
込
〆
切
は
８
月
７
日
で
す
。

・
付
施
餓
鬼
塔
婆
代
は
１
本
２
千
円
。

・
初
盆
塔
婆
代
は
３
千
円
。

（
申
し
込
み
例
）

○
○
家
先
祖
代
々
之
霊

○
○
信
士
之
霊

等

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
付
け
ま
す
。

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
「ohba@enmyozan.org

」

■
８
月
盆
経
の
時
間
を
７
月
初
旬
に
ご
案
内

月
盆
経
（
初
盆
経
含
む
）
日
時
を
お
施
餓

8
鬼
案
内
に
同
封
致
し
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

郵 便 は が き

別世帯の子供、お孫様等にも法話箋をお届け致します。申込は寺まで。
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拝
む
対
象
が
な
い
環
境

思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
く
な
る
瞬
間
は
誰
に
で
も

あ
る
。
有
り
難
い
と
感
謝
。
見
え
な
い
も
の
や
自
然

に
対
す
る
敬
虔
な
気
持
ち
や
敬
意
等
々
。

昔
の
家
で
は
仏
壇
、
神
棚
、
台
所
、
ト
イ
レ
等
神

仏
の
居
場
所
を
設
け
尊
ん
で
き
た
。
折
々
に
家
族
み

ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
手
を
合
わ
せ
拝
ん
で
き
た
。

昨
今
は
、
親
か
ら
別
世
帯
の
核
家
族
が
主
流
。
神

仏
を
祀
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。
更
に
そ
の
子
供
の
核

家
族
世
帯
で
は
、
祀
る
こ
と
す
ら
考
え
な
い
。
か
と

い
っ
て
欧
米
の
よ
う
に
日
曜
日
に
教
会
に
行
く
わ
け

で
も
な
い
。
畢
竟
、
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
当
然
少

な
く
な
っ
た
。

そ
れ
で
な
く
て
も
忙
し
い
時
代
。
あ
っ
と
い
う
間

に
時
が
経
ち
、
毎
日

が
追
わ
れ
る
生
活
。

現
実
対
処
が
精
一
杯

で
、
他
を
お
も
ん
み

る
余
裕
す
ら
生
ま
れ

ず
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
内
に
個
人
主
義
、

自
己
の
欲
望
充
足
を

目
指
す
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。

今
や
世
界
を
覆
う
市
場
原
理
主
義
は
、
規
制

よ
り
も
現
実
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
、
自

由
平
等
を
謳
っ
て
き
た
が
、
結
果
か
ら
見
れ
ば
、

貧
富
を
増
大
さ
せ
、
欲
望
の
充
足
を
目
指
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
所
詮
都
合
の
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
感
は
免
れ
な
い
。

人
の
温
情
、
思
い
や
り
、
自
己
犠
牲
、
目
に

見
え
な
い
も
の
、
自
然
の
恵
み
と
い
っ
た
本
当

に
大
切
な
も
の
、
有
り
難
い
も
の
に
対
す
る
感

謝
を
忘
れ
が
ち
な
時
代
が
今
で
あ
る
。
物
質
的

に
恵
ま
れ
、
便
利
な
現
代
の
表
層
面
の
み
を
追

い
求
め
る
と
、
魔
法
の
よ
う
に
全
体
を
見
失
う
。

仏
さ
ま
は
絶
え
ず
言
う
。
人
は
正
し
い
心
を

持
た
な
い
と
偏
っ
た
見
方
や
考
え
方
を
す
る
。

全
体
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
、
調
和
を
と
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
る
。

ふ
と
我
を
振
り
返
り
、
全
体
を
観
じ
ら
れ
る

時
間
と
空
間
が
身
近
に
必
要
だ
。
今
の
時
代
に

欠
け
て
い
る
も
の
は
、
家
庭
内
に
そ
の
よ
う
な

場
所
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
一
昔
前
に
あ
っ
た

日
本
の
良
い
も
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
同
時
に
日
本
の
良
さ
の
再
発

見
も
必
要
だ
。
自
然
と
手
を
合
わ
せ
る
心
持
ち

を
自
然
に
持
て
る
よ
う
環
境
を
整
え
よ
う
。

目の前に捕らわれない。 www.youtube.com/watch?v=p3kOhdBy39E 合掌礼

お 寺 の 台 所 の 荒 神 さ ん


